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1. 緒 言
近年、モバイルオーディオ機器やDTMの普及によっ

て音楽がより身近になっており、映像との組み合わせ
による相乗効果を期待する等の応用が期待される。音
と映像のマッピングとしては、長田ら [1]による共感覚
の一種である色聴保持者のマッピングを抽出について
の研究や、蘇ら [2]による映像の切り替えパターンと音
高の変化パターンの調和についての研究がある。しか
し、感性を十分に考慮していないもの、特殊な条件で
の調査を行っているもの等が多く、これらを改善する
ために従来とは異なる視点からの研究を進めることが
重要である。
一方、本研究室は大規模カオスを用いたサウンド生

成システムとして ICASの研究を行ってきた [3]。ICAS
は大域結合写像により音高・音長・音量を制御してお
り、対話型 GAを用いることで少ないパラメータで比
較的容易にサウンドを生成することができる。また、音
楽的要素も考慮し人間に不快感を与えないサウンド生
成ができる。ICASにおいても、音以外の要素を導入す
ることで、より効果的に人間の感性に影響を与えるこ
とができるものと思われる。
そこで本研究では映像の中で色に注目し、感性語を

介して色彩とサウンドのマッピングを作成することで、
感性を考慮したシステムを構築し、その有効性を検証
する。

図 1: 色彩とサウンドによる相乗効果

2. 色彩とサウンドの相乗効果の評価手法
本研究ではサウンドから感性語へのマッピング、色

彩から感性語へのマッピングを組み合わせることで色
彩とサウンドのマッピングを生成する。
前者については本研究内でのアンケート調査により

作成する。サウンドの要素としては音高、音色、調を

調査の対象とし、それらを組み合わせたフレーズに対
して後述のカラーイメージスケールより抽出した16単
語の適合度を 5段階で回答を求める。それらの回答の
重心を求めることでそのサウンドのカラーイメージス
ケール内での座標に相当する感性語を割り当てる。
後者については、色彩と感性語の対応において既に

広く利用されている、日本カラーデザイン研究所によ
るカラーイメージスケール [4]を用いる。カラーイメー
ジスケールでは大まかにトーンや色相系での傾向が存
在する。それらの傾向とサウンドから感性語へのマッ
ピングでの傾向を組み合わせることでサウンドから色
彩へのマッピングを提案する。

表 1: カラーイメージスケールより抽出した感性語

3. 色彩と感性語のマッピング
本研究では、まず始めにカラーイメージスケールを

用いて色彩とサウンドのマッピングを決定する。カラー
イメージスケール内では座標により、使用されている
色彩の傾向があり、図 2のような傾向で色彩が並んで
いる。後述のアンケート調査により各音刺激に対応す
る座標がカラーイメージスケール上の座標で求められ
るため、得られた座標と図 2の傾向を結びつけること
で、サウンドの各要素に対応する色の傾向を決定する
ことができる。

図 2: カラーイメージスケールの色彩傾向



4. サウンドと感性語のマッピング
次の段階としてサウンドと感性語の対応を求めるた

め、20代学生 10名の被験者を対象にアンケート調査
を行った。調査は自作したプログラムにより行い、被
験者に各調・音高・音色を組みあわた音刺激を 1度、4
度、5度の和音を組み合わせたフレーズで与えた。これ
らに対し、カラーイメージスケールで抽出した 16の感
性語を提示し、適合度の評価を得た。感性語としては
「子供らしい」「ロマンチックな」といった言葉が含ま
れ、聞いたフレーズに該当の単語が適合していると感
じた場合に「あてはまる」が、適合していないと感じた
場合に「あてはまらない」が選択される。調は嬰変を
除いたハニホヘトイロの長短 14調、音高は 2オクター
ブ、音色は 3つの楽器 (楽器 1:ピアノ,楽器 2:フルート,
楽器 3:バイオリン)を模したサウンドを用いる。
アンケートの調査結果を集計して出力し、グラフ化

することでその被験者におけるサウンドの各要素と感
性語の関係を考察する。各感性語に対する回答に適合
度の高い順に 4～0点を与え、カラーイメージスケール
上の感性語の座標へその点数を重みとして与えて重心
を求め、その重心を各音刺激に対する個人の評価とす
る。各音刺激の結果を調以外、音高以外、音色以外の
要素を平均することでそれぞれ調、音高、音色の変化
による個人の印象の変化の傾向を抽出する。今回、個
人の傾向を被験者同士比較したところ、被験者間で結
果が大きく異なったため、傾向ごとに 3つのグループ
に分類した。
図 3は調による変化に対するアンケート結果を示す。

グラフ内の X,Y 軸はマッピングの際のカラーイメー
ジスケール内の X,Y座標 (WARM-COLD軸,HARD-
SOFT軸)に対応している。グループ Aの特徴として
は音色による変化は少なく、長調では HARD+SOFT
に寄り、短調ではCOLD+WARMに寄る。音高が上が
るとHARDに寄る。グループBの特徴としては音色に
より変化があり、長調では HARD+SOFTに寄り、短
調ではCOLD+WARMに寄る。音高による変化は少な
い。グループCの特徴としては音色により変化が少な
く、長調では若干 SOFT+COLDに寄り。短調では若
干HARD+WAMRに寄る。音高による変化は少ない。

図 3: アンケート調査結果 (調による座標の変化)

5. 色彩とサウンドのマッピングの生成
各グループのサウンドから感性語へのマッピングの

特徴とカラーイメージスケールの色彩の配置の傾向を
あわせることで色彩とサウンドのマッピングを生成す
る。グループAでは長調で清色+暖色に、短調で濁色+
寒色に、音高の上昇でHARD方向に対応する。グルー
プBでは長調で清色+暖色に、短調で濁色+寒色に、楽
器 1・3では清色+暖色寄りに、楽器 2では濁色+寒色
寄りに対応する。グループ Cでは長調では濁色+寒色
に、短調では清色+暖色に対応する。カラーイメージ
スケールでの色彩の配置上、濁色/中間色/清色につい
ては単純に HARD-SOFT軸の値だけでは確定できな
いが、各グループのサウンドと色彩の対応をまとめる
と、概ね、表 2のようになった。

表 2: 各グループの色彩とサウンドの関係

6. まとめ
本研究ではサウンドと色彩の間で感性語を媒介とし

てマッピングを生成した。本研究で得られた色彩とサ
ウンドのマッピングを用いた相乗効果を検証する実験
については、今回の予稿では間に合わなかったので、卒
研発表および卒業論文にて結果を示す。本研究の結果
を見ると、被験者によりマッピングに差異があり十分
に一般的なものであるとは言えなかった。また、今回
は映像の中では色彩だけに注目しており、サウンドの
中ではリズムやテンポといった要素については考慮し
ていない。十分に相乗効果を得るためには今後より多
くの要素についても考慮していく必要がある。
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